













































末梢血白血球より精製したgcnomicD~Aを尉い、 Humbert らの方法により PCR-RFP法にて解析した。
インスリン抵抗性は、空腹時のJtn糖とインスリン値から求めた日OMA指数を指標とした。
PON 1遺伝子の遺伝子多型の分布は、 QQ型28名、 QR型116名、 RR型93名であった。血清PO]¥'活性は、
QQ型<QR型くRR型であり、またHDL濃度と正相関を示した。血清PON活性へのJlDL濃度の影響を除く
ため、単位HDL当たりのPON活性 (PON活性/HDL比)を用いた。 PON活性IHDL比はHOMA指数とiE
の単相関を示し、インスリン抵抗性と関連の深いBMI、ウエストヒップ比とも正の相関関係を示し、年齢と
は負の相関関係を示した。PON活性/HDL比とHOMA指数における関連性は重岡帰分析でも角ー意に認めら
れ、この関連性はPONl遺伝子多型、年令、性別、 BMI、ウエストヒップ比とは独立していた。以上の結
果からインスリン抵抗性は、血清PON活性に対する独立した影響困子であるといえた。
以上の研究成果は、臨床代謝学、動脈硬化病態研究に貢献するものであり、医学博士の学位を授与され
るに値するものと判定された。
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